
第５次地域福祉計画・第５次地域福祉活動計画策定にかかるアンケート調査

分析結果報告書
令和8年5月

磐田市・磐田市社会福祉協議会

調査概要

調査名称:第５次地域福祉計画・第５次地域福祉活動計画策定にかかるアンケート調査

有効回答数: 862件

調査内容: 全22問（属性4問、本設問18問）

分析手法: 単純集計、クロス集計（年代別・家族構成別）

調査方法: WEBアンケートによる本人入力（広報いわた、社協だより、磐田市公式LINE)
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設問一覧（全22問）

属性（問1-4）

問1: 年齢（令和8年1月1日現在）
問2: 現在の仕事
問3: 家族構成
問4: 居住区

生活上の不安（問5-5-2）

問5: 不安や困りごとの有無
問5-2: 不安・困りごとの内容（複数回答）

相談相手（問6-6-2）

問6: 相談相手の有無
問6-2: 相談先（複数回答）

地域での暮らし（問7-10）

問7: 住み慣れた地域に長く暮らしたいか
問8: 入退院支援者の有無
問9: 近所づきあいの程度
問10: 近所づきあいへの感じ方

地域の居場所（問11-11-2）

問11: 居場所の有無
問11-2: 居場所の種類（複数回答）

地域活動（問12-14）

問12: 地域活動への参加経験
問12-2: 参加している活動内容（複数回答）
問13: 今後参加したい活動（複数回答）
問14: 地域への関心の変化

福祉サービス・制度（問15-19）

問15: 福祉サービス利用経験
問16: 福祉制度の認知度
問17: 福祉情報の入手先（複数回答）
問18: 社協事業の認知度（複数回答）
問19: 社協事業の利用経験

今後への期待（問20-22）

問20: 社協への期待（複数回答）
問21: 市への期待施策（複数回答）
問22: 地域への期待（複数回答）

2



回答者属性（1）年齢・職業

0.2%

2.3%

10.7%

13.8%

20.4%

25.6%

22.9%

4.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

20歳未満(2)

20歳代(20)

30歳代（92)

40歳代(119)

50歳代(176)

60歳代(221)

70歳代(197)

80歳代(35)

問1．年齢構成 n=862

0.2%

0.9%

1.3%

1.9%

2.0%

3.1%

11.9%

18.9%

21.6%

38.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

学生(2)

商工業等自営(8)

会社役員(11)

農林漁業自営(16)

その他(17)

自由業・専門的職業(27)

専業主婦。主夫(103)

パート・アルバイト(163)

無職(186)

勤め人(329)

問2：職業 n=862
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回答者属性（2）家族構成・居住区

0.5%

1.2%

10.8%

13.8%

26.2%

47.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

兄弟姉妹(4)

その他(10)

単身世帯(93）

3世代（親子孫）(119)

一世代（夫婦のみ）(226)

2世代（親子）(410)

問３：世帯構成 n=862

1.3%
1.7%

5.7%
6.5%

8.5%
8.8%
8.9%
9.0%
9.0%

10.9%
13.5%

16.1%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0%10.0%12.0%14.0%16.0%18.0%

不明(11)

今之浦(15)

岩田・大藤・向笠(49)

豊岡(56)

竜洋(73)

福田(76)

青城・井通(77)

天竜・長野・於保(78)

富丘・豊田東・池田(78)

西貝・御厨・南御厨・田原(94）

中泉(116)

見付(139)

問４：居住地区 n=862
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問5:生活上の困りごと 問5-2: 不安・困りごとの内
容

問5-2: 不安・困りごとの内容（複数回答 n=535）

ある
535人

62.1%

ない
327人

37.9%

問5: 不安・困りごとの有無（n=862）
現在の生活全般において不安や困りごとはありますか。

問５であると答えた方にお聞きします。どのような不安や困りごとを抱えていますか。[複数回答]

12.9%
14.0%
14.2%

19.6%
22.1%
22.4%

30.1%
35.7%

43.6%
43.9%

53.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他(69)

話し相手・相談相手(75)

人間関係(76)

子育て(105)

仕事(118)

住まい(120)

終活・財産管理(161)

災害(191)

自分の介護や健康(233)

家族の介護や健康(235)

経済的問題(285)

経済的問題（53.3%）が最多。介護・健康関連の不安（自分・家族合わせて約87%）も高い
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クロス集計: 不安・困りごと有無

問5 年代別・家族構成別クロス集計

年代別

年代 ある ない

20歳代 85.0% 15.0%

30歳代 67.4% 32.6%

40歳代 72.3% 27.7%

50歳代 66.5% 33.5%

60歳代 57.9% 42.1%

70歳代 52.3% 47.7%

80歳以上 60.0% 40.0%

家族構成別

家族構成 ある ない

単身 68.8% 31.2%

夫婦のみ 52.2% 47.8%

2世代 64.4% 35.6%

3世代 65.5% 34.5%

その他 80.0% 20.0%

20歳代が最も不安を抱えている（85.0%）。単身世帯は68.8%が不安・困りごとあり
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問6:相談先の有無 問6-2: 相談先とクロス集計

家族構成別 問6クロス集計

家族構成 ある 不明 ない

単身 53.8% 17.2% 29.0%

夫婦のみ 59.3% 20.4% 20.4%

2世代 59.3% 21.2% 19.5%

3世代 63.0% 21.8% 15.1%

単身世帯は相談相手が「ない」が29.0%と最も高い

インフォーマルな相談先（家族・友人）が中心

孤立リスク層として支援が必要

問6: 相談相手の有無（n=862） 生活上の悩みや不安を相談できる相手または場所（機関）はありますか。

ある
510人

59.2%
わからない

178人

20.6%
ない
174人

20.2%
問6-2: 相談先（n=565）

6.2%
6.5%
8.1%
11.0%
13.1%
13.1%
15.6%
18.6%

52.4%
78.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

民生委員・児童委員(35)
市社会福祉協議会(37)

福祉サービス事業者(46)
医療機関(62)

市の相談窓口(74)
隣人・近所(74)

地域包括支援センター(88)
職場の人(105)

知人・友人(296)
家族・親族(446)

上位10項目を表示
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地域での暮らし・近所づきあい

問7: 住み慣れた地域に長く暮らしたい（n=862）
あなたは、住み慣れた地域に長く暮らしたいと思いますか。

1.2%

5.3%

13.5%

39.8%

40.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

まったくそう思わない(10)

あまりそう思わない(46)

普通(116)

まあそう思う(343)

とてもそう思う（347)
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問8: 入退院支援者の有無

問8: 入退院支援者の有無（n=862）
病気による入退院の支援や手続きを任せられる人はいますか

いる
742人

86.1%

いない
120人

13.9%

約14%（120人）が支援者不在。

家族構成別クロス集計

家族構成 いる いない

単身 65.6% 34.4%

夫婦のみ 91.6% 8.4%

2世代 86.6% 13.4%

3世代 90.8% 9.2%

単身世帯は34.4%が入退院支援者がいない

単身世帯との関連を考慮した支援体制構築が必要
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問9: 近所づきあいの程度、問10：近所付き合いの感じ方

問9: 近所づきあいの程度（n=862）

あなたは近所づきあいがありますか

家族構成別クロス集計

構成 助合い 立話 挨拶 なし

単身 19.4% 35.5% 20.4% 24.7%

夫婦のみ 30.1% 35.8% 24.3% 9.7%

3世代 31.1% 33.6% 28.6% 6.7%

なし
問10: 近所付き合いの感じ方（n=862）
あなたは近所づきあいについてどのように感じていますか

単身世帯はつきあいはないと答える割合が多い

家族構成別クロス集計

構成 必要 やむ
なし

したく
ない

不明

単身 61.3% 21.5% 14.0% 3.2%

夫婦のみ 61.5% 23.5% 7.5% 5.3%

3世代 61.3% 23.5% 14.3% 0.8%

家族構成が違っても必要だと考えている割合は同じ

9.9%

24.8%

31.9%

33.4%

0.0% 5.0%10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%

ほとんど付き合いはない(85）

助けあう付き合い(214)

あいさつをする程度(275)

立ち話をする程度(288）

5.6%

9.5%

26.9%

58.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%50.0% 60.0% 70.0%

わからない・その他(48)

できるだけしたくない(82)

日常生活ではやむを得ない(232)

相談したり助け合うことは必要(500)
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問11:地域の居場所、問11-2：居場所の種類

問11: 居場所の有無（n=862）
地域に安心して過ごせる「居場所」があると思いますか

ある
581人

67.4%

ない
281人

32.6%

約3割が居場所が「ない」と回答

年代別クロス集計

家族構成別クロス集計

20歳代・単身世帯は居場所が「ない」が高い

問11-2: 居場所の種類（複数回答 n=589）
どのような居場所ですか

2.5%

2.7%

6.8%

19.9%

31.2%

36.2%

88.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

その他(15)

学校(16)

学校以外の習い事(40)

職場(117)

地域のコミュニティ(184)

友人・知人(213)

家庭(520)

11



問12:地域活動・ボランティア活動参加経験 問12-2:参加している活動

問12: 地域活動への参加経験（n=862）

地域の行事、地域活動、ボランティア活動等への参加経験

家族構成別

構成 よく
参加

ある
程度

少し
参加

なし

単身 16.1% 36.6% 21.5% 25.8%

夫婦のみ 30.1% 42.5% 11.9% 15.5%

3世代 20.2% 55.5% 15.1% 9.2%

問12-2: 参加している活動（複数回答 n=724）

単身世帯は25.8%が「ほぼ参加しない」で最も高い

3世代世帯は75.7%が「参加経験あり」で最も活発

23.3%

44.0%

16.7%

16.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

よく参加している(201)

ある程度参加している（379)

あまり参加していない(144)

まったく参加していない…

10%
10%
12%
13%
14%
16%

21%
23%
24%

46%
81%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

老人クラブ活動(69)
介護予防活動(69)

PTA活動(86)
趣味・娯楽(93)

こども会活動(98)
防犯・防災活動(117)

地域づくり協議会(155)
ボランティア活動(167)

環境美化（173)
祭り・伝統行事(335)

自治会行事(586)
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今後参加したい活動・関心の変化

問13: 今後参加したい活動（複数回答 n=862）

今後参加してみたいボランティア、NPO活動、社会貢献活動

約3割が「特に参加したくない」と回答

問14: 地域への関心の変化（n=862）
地域の行事や地域活動についての関心は数年前と比べてどう変化したか

参加意向がある人では高齢者支援（27.6%）、健康・医療（27.1%）、
災害救援（25.3%）への関心が高い

3.9%

4.1%

7.3%

7.8%

13.3%

21.7%

25.3%

27.1%

27.6%

28.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

生活困窮者等の支援(34)

その他(35)

青少年に関する活動(63)

各種福祉活動への寄付・募金(67)

障がいのある人に関する活動(115)

子育てに関する活動(187)

災害時の救護等(218)

健康・医療に関する活動(234)

高齢者に関する活動(238)

特に参加したくない(246)

6.3%

13.9%

25.4%

53.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

わからない(54)

より関心がなくなった(120)

より関心を持つようになった(219)

特に変化はない(462)
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福祉サービス・制度の認知と利用

問15: 福祉サービス利用経験（n=862）
福祉サービスを利用したことがありますか

利用なし
679人

78.8%

利用あり
183人

21.2%

問16: 福祉制度の認知度（n=862）
磐田市の福祉制度や施策、福祉サービスを知っていますか

約6割（57.6%）が福祉制度を「あまり知らない」または「全く知らない」
と回答

情報発信の強化が必要

年代別クロス集計

年代
よく知っ
ている

ある
程度 少し 知らない

20歳代 5.0% 0.0% 60.0% 35.0%

30歳代 6.5% 16.3% 60.9% 16.3%

40歳代 1.7% 23.5% 49.6% 25.2%

50歳代 6.2% 36.4% 51.1% 6.2%

60歳代 6.8% 41.2% 43.4% 8.6%

70歳代 10.2% 46.7% 37.6% 5.6%

80歳以上 2.9% 51.4% 40.0% 5.7%

6.5%

11.0%

35.8%

46.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

よく知っている(56)

全く知らない(95)

ある程度知っている(309)

あまり知らない(402)
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問17: 福祉情報の入手先

問17: 福祉情報の入手先（複数回答 n=857）
福祉に関する情報をどこから入手していますか 上位10項目

市の広報（45.6%）と自治会回覧（37.2%）が主な情報源。約1割が「入手していない」と回答

12.3%

12.5%

13.3%

15.8%

16.5%

18.8%

21.7%

30.2%

37.2%

45.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

ケアマネージャー(105)

社会福祉協議会(107)

市の窓口（114)

知人・近所の人(135)

地域包括支援センター(141)

家族・親族(161)

インターネット(186)

市のホームページ(259)

自治会回覧(319)

市の広報(391）
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問18: 社協事業の認知度 問19：社協事業の利用経験

問18: 社協事業の認知度（複数回答 n=862）
磐田市社会福祉協議会が行っている主な事業について、知っているものをお選びください 上位10項目

「いわた社協だより」（67.6%）と「赤い羽根共同募金」（54.6%）の認知度が高い

問19: 社協事業の利用経験（n=850）

磐田市社会福祉協議会が行っている事業への

参加またはサービスを利用したことがありますか

ない
599人

70.5%
ある
251人

29.5%

20.6%

21.5%

23.3%

29.2%

30.2%

36.5%

37.0%

46.9%

54.6%

67.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

成年後見事業(178)

リフト付き車両・マイクロバスの貸し出し（185)

災害ボランティアセンターの運営(201)

ボランティアセンターの運営(252)

ボランティア相談・人材育成(260)

地区社会福祉協議会の支援(315)

子育て支援事業(319)

高齢者サロンの運営(404)

赤い羽根共同募金の実施(471)

いわた社協だよりの発行(583)
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今後への期待（1）社協への期待

問20: 社協への期待（複数回答 n=862）
今後、磐田市社会福祉協議会に期待することはどんなことですか

在宅生活継続支援（44.8%）への期待が最も高い。支え合いの仕組みづくり（34.7%）、総合相談窓口（31.4%）も上位

7.5%

10.4%

10.7%

23.5%

26.3%

26.8%

31.4%

34.7%

44.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

サービス利用者の権利擁護や苦情対応等の取組み(65)

福祉問題を学習する機会、場づくり(90)

わからない(92)

地域の住民が気軽に立ち寄り、意見交換ができる場づくり(203)

ボランティア等の地域活動参加のための情報提供、支援(227)

子ども、若い世代の福祉への関心を高める取組(231)

福祉に関する総合相談窓口(271)

住民が共に支え合う仕組みづくりへの支援(299)

高齢者や障がい者等になっても在宅生活が続けられるサービスの充実(386)
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今後への期待（2）市への期待施策

問21: 市への期待施策（複数回答 n=862）
地域に住む人同士が助け合い、支え合える地域づくりのために、今後磐田市ではどのような支援に力を入れていく必要があると思いますか 上位10項目

支援を繋げる仕組みづくり（47.3%）とわかりやすい福祉情報提供（43.4%）が二大要望。孤独・孤立対策（28.1%）も重要課題

12.1%

12.2%

12.8%

15.8%

16.7%

23.3%

25.1%

28.1%

43.4%

47.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

生活困窮者への支援(104)

地域での見守り体制の充実(105)

ケアラー・ヤングケアラーへの支援(110)

子どもの貧困対策(136)

住民が気軽に集まることができる居場所や機会づくり(144)

福祉活動を行う人の人材発掘や育成(201)

災害時の安心・安全の仕組みづくり(216)

孤独・孤立を防ぐ取組(242)

わかりやすい福祉情報の提供(374)

必要な人へ支援を繋げる仕組みづくり(408)
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今後への期待（3）地域への期待

問22: 地域への期待（複数回答 n=862）
地域に住む人同士が助け合い、支え合える地域づくりのために、今後地域としてどのようなことに取り組む必要があると思いますか

隣近所のつきあい（43.9%）、災害対応（32.1%）、地域活動の啓発（30.2%）、高齢者見守り（28.0%）が上位

10.1%

12.8%

15.8%

18.1%

19.3%

24.2%

28.0%

30.2%

32.1%

43.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

ひとり親家庭、障がい者がいる家庭への偏見や差別の撲滅のための啓発等…

病気やけが等緊急時の対応(110)

子どもたちの見守りや相談等、子育てを通じた交流(136)

住民が気軽に集まることのできる居場所や機会づくり(156)

地域の学校や福祉サービス事業所等と住民のつながりづくり(166)

祭りやイベント等を通じた住民同士の交流(209)

ひとり暮らし高齢者の見守り等の活動(241)

地域に関心をもち、地域活動へ参加する人を増やすための情報発信や啓発…

災害等に備えた地域での協力体制づくり(277)

隣近所の住民同士の普段からのつきあい(378)
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まとめ 主な調査結果のポイント

主な調査結果のポイント

項目 調査結果 示唆

不安・困りごと 62.1%が「ある」と回答。20歳代は85% 若年層への支援・相談体制強化

相談相手 40.8%が「いない」「わからない」 孤立防止、相談窓口の周知

近所づきあい 若年層ほど希薄。20歳代は45%が「なし」 世代間交流、若年層の地域参加

福祉制度認知 57.6%が「あまり知らない」「全く知らな
い」

わかりやすい情報発信強化

地域活動参加 67.3%が参加経験あり 参加促進策の強化

市への期待 「支援を繋げる仕組み」47.3%が最多 相談体制・情報発信の充実
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